








派遣職員からの報告 ５月定例記者会見

危 機 管 理 課

１ 県現地支援本部への職員派遣（静岡県市長会の要請）

第２陣 4/25(月)夕～5/3(火)朝 望月恵幸（危機管理課）43才・男

活動場所 熊本県嘉島町（嘉島町民会館）

活動内容 被災地支援ニーズの把握、被災町からの要望業務

派遣規模 県２、市町18

現地状況 水道○、電気○、嘉島町内の店舗は再開。

(1) 報告状況

月 日 内 容

４月25日(月)
８:30 ・市長報告
15:15 ・掛川出発
17:00 ・出発式、九州にバスで出発。
17:30 ・移動状況報告あり。

４月26日(火)
９:00 ・現地到着。本日は避難所支援を行う。
17:20 ・避難所の状況確認による問題点の抽出と今後の運営についての協議。

・問題点
・ 避難所運営の要の避難者名簿が作成されていない。
・ 場所には余裕があるが、間仕切りもなく、プライバシーがない。
・ 避難者は、避難所運営にあまりかかわらない。

・これからの対応
・ 今夜、避難者に聞き取りをしながら、避難者名簿を作成する。

出来るだけ早く、パーテーションを設置し、プライバシーの保護を進める。
・ 避難者の代表を作って、避難者自らが避難所の運営に参画してもらう。



４月27日(水) ・ ４人で避難所支援班として活動している。
17:45 ・ 昨夜、嘉島町職員、静岡県、福島県で、２人１組で聞き取り調査を実施し、

避難者台帳を作成。
その後、嘉島町職員が地区や要配慮者を加味しパーテーション配置表を作成。

・ 避難者の再配置について、実施方法や周知についての検討。
チラシを作成し、パーテーション設置の周知活動を行いながら、食事の支給
を実施。

・ 今夜、仕事や自宅から戻ってくる避難者を含めて、パーテーションを設置し
ながら再配置作業を行う。

・ 現地入りしてからは、３回程度しか地震は感じていない。
・ 周りの店舗は全て開いており、物資はたくさん有り、不足していない。



４月28日(木)
17:10 ・ 本日は、派遣支援員が配食などの避難所運営を実施。

まだ、避難者が主体となって避難所を運営する体制となっていない。
支援要員が居なくなっても、避難所が自主的に運営できる体制を整備する。
避難者の中から代表者を選出し、多くの人に役割分担をしていく方針。

・ パーテーションが設置され、整理されたので、人が訪ねてきても解りやす
くなった。場所換えや狭くなったことに対し、大きな苦情はなかった。

・ トイレは、水も出るし問題なく使えている。
・ ゴミも２日に１回回収車が来るため、問題となっていない。

但し、嘉島町に来る途中の熊本市市街地には、26日でも大きなゴミが溢れて
いた。



赤十字が設置してくれた個室です。授乳室や
更衣室としてしようかと考えています。４つ
あります。

４月29日(祝)
本日午後から、家屋調査班に異動しました。
赤紙の家が目立つ中、応急危険度判定の考えと家屋の被害調査の見方の違いを

学びました。
添付の写真は、緑判定のコンクリート造の倉庫(上部は駐車スペース)ですが、

建物は全く無傷のまま、20センチ程度建物ごと移動しており、基礎と離れていて、
結果は全壊でした。

新しい家は大丈夫なものばかりで
す。耐震補強の大事さがわかります。



４月30日(土) 災害廃棄物の仮置場へ行きました。生活ゴミ箱は先日報告しました通り、普通
に回収されますが、災害廃棄物は山盛りです。町民限定で免許証で確認していま
す。
益城町は災害廃棄物をいま停止しているため、町外から持ち込もうとする人が

ふえているそうです。満杯になったので、２日から搬入を一時停止するそうです。

５月１日(日) 引き続き市内「井寺地区」の家屋の被害調査。
昨日までは、涼しい初夏の日和が続いていたが、この日からは日差しが強く気温
も高くなる。
九州では夏は台風が多く、そのため瓦屋根の家が多いということ。しかし、こ

の被害の差を見てしまうと、考え物と感じる。

本日の夜は、自衛隊の風呂へ入る。午前９時～１２時と午後５時から９時まで
役場駐車場で開設している。中は、脱衣スペースとテント生地の５ｍ×５ｍくら
いの浴槽がある。シャンプー・ボディソープもある。腰くらいまでの高さがある
ため、高齢者には入浴は大変なようである。



５月２日(月)

朝、第３陣到着。引き継ぎ。
引継ぎ前後に少し余裕が有り、役場内を見る。嘉島町の災害対策本部がある。

総務課前では、罹災証明発行の手続きや説明を受けに来た町民の方たちで、長蛇
の列ができている。写真で座って説明している人も、今回派遣の吉田町の職員。
奥に菊川市の職員もここで支援していた。

農政課前では、県のみなし仮設住宅の希望受付や仮設住宅の説明。こちらも今回
派遣の湖西市の職員が前面に出て対応中。



夕、第２陣、現地支援本部引き上げ。
益城町視察。（左写真）この道の両側の家屋の多くが崩れてしまっている。

（右写真）地震を起因とする崖崩れ。もっと大規模な物もあり。

５月３日(祝) 朝、静岡に帰着。

全体を通して

・市役所職員ができる限り早く通常業務に戻ることは、責務である。

・そのため、避難所の自主運営は必須である。

・建物の耐震補強、耐震化、家具の固定は、必須である。

・り災証明発行をスムーズにする。

・避難所外の避難者（車中泊、テント泊など）への対応を考える必要がある。

・支援職員をいかに有効に使うか、事前に検討しておくことも。










































